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達成像

3 地球環境保護の推進 アンリツグループ環境負荷マスバランス

アンリツグループ環境負荷マスバランス
アンリツでは、事業活動に伴う環境負荷や環境保全活動を物量単位で数値化し、環境保全活動のさらなる効率化

を図っています。また、それらを積極的に情報開示することで、環境に対する取り組みへの理解を深めていただけ
るよう努めています。アンリツグループ・グローバルの事業活動による環境負荷マスバランス＊ 1 を示します。

（ ）内は2014 年度比です。

＊1  環境負荷マスバランス：
事業活動と環境負荷の関連性をより明確に示すために、外部から企業内に持ち込まれる物質を物質名と物量で把握・表記し、企業から外部へ排出された物質と物量を把
握・表記する対照表により、環境負荷を表したものです。

＊2  CO2：
電気以外のエネルギー使用によるCO2排出量については、国内外のサイトいずれも「地球温暖化対策の推進に関する法律」施行令の排出係数を用いて算定しました。アメリ
カの電気使用によるCO2排出量は、排出係数：0.285（t-CO2/MWh）、アメリカ以外の電気使用によるCO2排出量は、電気事業連合会公表の排出原単位（2014年度実績値：
0.556（t-CO2/MWh））を用いて算定しました。CO2以外の温室効果ガスのCO2換算値を含みます。

詳細データExcel

電気
工場・オフィスなどで
使用する電力

30,401.7 MWh
（4.8％）

ＣＯ₂＊2

電気、ガス、燃料などの
使用に伴って排出するCO₂

ガス
エネルギーとして使用する
都市ガス、LPG、天然ガス

164,217.9 ｍ³
（3.5％）

ＮＯＸ

ガス、燃料の使用に伴って
排出する窒素酸化物

16,529.0
（3.8％）

t

1,618.2 kg
（187.4％）

燃料　
エネルギーとして使用する
重油、軽油

453.8ｋℓ
（-5.0％）

SＯＸ　
ガス、燃料の使用に伴って
排出する硫黄酸化物

647.0 kg
（320.4％）

地域暖房
温水を熱源として地域に供
給される暖房（デンマーク）

113.2 MWh
（-68.0％）

水
水道水、地下水

（再利用水を除く）　

82,757.8 ｍ³
（-12.8％）

化学物質
HFC類、PFC類、N₂Oなど

11.2 kg
（110.2％）
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排水
工場・オフィスの工程系排
水および生活系排水

ＢＯＤ
生物化学的酸素要求量

71,533.8 ｍ³
（-9.7％）

161.0 kg
（-14.1％）

廃棄物
一般廃棄物（国内）
事業活動に伴って生じた
産業廃棄物以外の廃棄物

（厨芥物、紙くずなど）

産業廃棄物（国内）
事業活動に伴って生じた
廃棄物のうち汚泥、廃プ
ラスチック類、廃酸、廃ア
ルカリなど「廃棄物の処
理 及 び清 掃 に関する法
律」に定められた廃棄物

廃棄物（海外）
事業活動に伴って生じた
すべての廃棄物

36.2 t
（-26.5％）

204.1 t
（17.2％）

76.5 t
（14.6％）

リサイクル率
84.1%

化学物質
国内法規制物質（毒物、劇
物、危険物、有機溶剤、特
定化学物質）

19.4 t　　
（67.4％）

化学物質
（PRTR物質）

2.0 t　　
（-13.0％）

紙
工場・オフィスで使用する
コピー紙

40.6 t
（-2.8％）

包装材
製品の包装・梱包材およ
び物流時の梱包材

327.9 t
（-6.2％）

http://dl.cdn-anritsu.com/ja-jp/about-anritsu/csr/2016/mass-balance.xlsx

